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私達女性医師や，これから医師を目指す女学生の方々

に，医療における男女同権を目指すために必要な，女性

医師としての心構えを呈示したいと思う。

まず，女性であることに甘えてはいけない。このこと

は，今回のアンケート結果でも，仕事を続けていく上で

必要なこととして，女性医師自身が最も多く回答をよせ

たものである。家庭があるから，子供がいるからといっ

て男性医師より少ない仕事量ではいけない。同権をいう

なら同じ義務を果たすのは当然である。もちろん，当直

も同僚男性と同じ回数をこなさなければならないであろ

う。

次に，仕事を続けていくという強い意志が必要である。

もともと女性が一家の生計を支えているなら，家庭のた

めに仕事をやめるなどという考えはでてこないはずであ

る。やめても夫の収入で生活できるということが，かえっ

て仕事を続けるための弱点になっていると思う。「仕事

と家庭の両立ができないのなら，無理せずやめたらいい

じゃないか。やめても食べていけるだろう。」という意

識が職場や家庭の中にあるからこそ，男女格差が出てく

るのではなかろうか？ 何のために仕事をするのか？

仕事への目的意識をしっかりと持ち，周囲もそれを理解

することが男女同権への第一歩と考える。仕事の目的は

個々人で違うであろうが，今まで学んできたことを無駄

にしないという姿勢は必要と思う。

第一線で働くためには子供は産まない方がよい。これ

は，極論ではあるが，医師は２４時間患者さんに対し責任

を負っている。時間外の呼び出しにも対応できなくては

ならない。いくら社会制度を充実させて，夜間保育や病

児保育ができるようになったとしても，肉親の保育に勝

るものはない。どんなきれいごとを並べても，第一線で

働くためには，子供を犠牲にすることになると思う。ま

た，育児にさく時間と手間は甚大で，医師として，研鑽

に励む時間は物理的に少なくならざるを得ないと考える。

それでは，仕事と家庭を両立させるためにはどうした

ら良いのだろう。残念ながら，どちらも１００％を目指す

ことは不可能である。当直のできない場合は，当直をし

なくてよい職場を選ぶなど，個々人の家庭環境に応じて

両立の可能な職場を選択することが大切だと思う。その

ことが，自分の目指したスタイルと異なっていても許容

し，月並みであるがベストを尽くすことが大切ではなか

ろうか？

最後に，男性医師に一言，女性医師が仕事から帰って，

家事をし，育児に時間をさいている間，あなたがたは，

文献の一つも読み，患者の一人も診られるわけである。

少なくとも女性医師の１．５倍は仕事ができて当然である。

それなのに女性医師と同程度しか仕事もせず，家事も育

児も協力できないというなら，当直や産休の代わりをつ

とめてほしい。あなたがたには余力は十分残っていると

思うが，いかがであろうか？こういうことは女性医師の

甘えなのであろうか？
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